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交渉する三観支部組合員 回答する松本大輔所長補佐

と
！組

合

授
業
参
観
や
指
導
は
希

望
者
だ
け
に
す
る
こ
と
。
教
科
は

指
定
し
な
い
こ
と
。
管
理
主
事
は

授
業
を
見
な
い
こ
と
。

所
長
補
佐

日
程
や
内
容
等
に

つ
い
て
は
、
各
学
校
が
市
町(

学

校
組
合)

教
育
委
員
会
の
指
導
を

受
け
て
計
画
・
立
案
し
て
い
る
。

組
合

公
簿
以
外
の
書
類
（
週

案
・
教
材
研
究
ノ
ー
ト
）
の
提
出

を
求
め
な
い
こ
と
！

所
長
補
佐

西
部
教
育
事
務
所

は
、
公
簿
以
外
の
書
類
の
点
検
を

行
っ
て
い
な
い
。

組
合

提
出
し
て
い
る
学
校
が

あ
る
。
働
き
方
改
革
推
進
の
面
か

ら
、
校
長
や
市
町
教
委
に
提
出
さ

せ
な
い
よ
う
指
導
し
て
欲
し
い
。

組
合

学
校
訪
問
の
授
業
な
ど

の
評
価
を
、
勤
勉
手
当
に
リ
ン
ク

さ
せ
な
い
こ
と
。

所
長
補
佐

勤
勉
手
当
に
直
結

さ
せ
る
も
の
で
は
な
い
。

教
職
員
の
健
康
を
守
る
た
め
、

勤
務
時
間
（
特
に
休
憩
時
間
を
実

質
取
れ
る
よ
う
に
）
を
守
り
、
多

忙
化
を
解
消
す
る
こ
と
。
当
面
、

教
員
の
空
き
時
間
を
小
学
校
一
日

一
時
間
は
確
保
す
る
こ
と
。

組
合

勤
務
時
間
が
守
ら
れ
て

い
な
い
。
教
員
は
朝
早
く
来
て
、

夜
遅
く
ま
で
働
い
て
い
る
。
休
憩

時
間
が
と
り
に
く
い
。
実
質
取
れ

て
い
な
い
の
は
違
法
で
あ
る
。
組

合
と
し
て
３
つ
の
提
案
を
す
る
。

（
裏
面
参
照
）

所
長
補
佐

休
憩
は
一
斉
に
は

と
り
に
く
い
。
現
場
で
い
た
時
、

意
識
し
て
い
な
か
っ
た
。

管
理
職
に
は
、
新
任
研
修
で
指

導
し
て
い
る
。
各
市
町
、
学
校
で

判
断
し
て
工
夫
し
て
い
る
。

六
月
二
二
日
、
香
教
組
三
観
支
部
（
黒
河
晶
子
支
部
長
）
は
、
香
教
委

西
部
教
育
事
務
所
（
石
田
啓
昭
所
長
）
と
、
年
度
末
人
事
異
動
に
よ
る
教

職
員
の
勤
務
条
件
改
善
と
多
忙
化
解
消
の
た
め
の
団
体
交
渉
を
行
い
ま
し

た
。
詳
し
く
は
次
の
と
お
り
で
す
。

皆
で
多
忙
化
を
解
消

し
、
働
き
や
す
い
職
場
づ

く
り
を
す
す
め
よ
う
！

「児童生徒の送迎を自家用車ですることが

無いよう指導すること！」 ＝組合＝

絶対にないことが前提である市町教委を指導する－ 所長補佐回答 －

ど
、
抜
本
的
な
改
革
が
望
ま
れ
る
。

「
人
事
異
動
は
最
大
の
勤
務
条

件
」
と
考
え
る
。
よ
り
き
め
細
か

い
人
事
を
お
願
い
す
る
。

《
二
〇
二
五
年
度
末
人
事
異
動
に

つ
い
て
》

本
人
の
家
庭
の
事
情
を
考
慮
し

た
き
め
細
か
い
人
事
を
す
る
こ

と
！組

合

私
た
ち
の
人
事
異
動
の

希
望
を
で
き
る
か
ぎ
り
実
現
す
る

こ
と
。

所
長
補
佐

本
人
の
事
情
等
も

考
慮
し
た
上
で
、
市
町
（
学
校
組

合
）
教
育
委
員
会
の
意
見
を
聞
き

な
が
ら
、
基
本
方
針
と
基
本
的
な

考
え
方
に
基
づ
き
、
実
施
し
て
い

る
。地

域
間
交
流
人
事
・
校
種
間
交

流
人
事
・
僻
地
人
事
な
ど
、
勤
務

て
も
、
本
人
の
意
志
確
認
を
し
て

い
る
。

組
合

地
域
間
交
流
人
事
を
考

え
た
場
合
、「
主
た
る
勤
務
地
」（
ホ

ー
ム
グ
ラ
ン
ド
、
座
布
団
）
の
希

望
は
、
言
っ
て
く
だ
さ
い
と
の
こ

と
だ
が
、
ど
の
よ
う
に
希
望
や
変

更
を
伝
え
れ
ば
よ
い
の
か
。

所
長
補
佐

調
査
票
で
本
人
の

希
望
を
聞
く
よ
う
に
し
て
い
る
。

事
情
が
変
わ
れ
ば
、
校
長
・
市
町

教
委
を
通
じ
て
西
部
事
務
所
に
言

っ
て
く
だ
さ
い
。

講
師
経
験
者
を
全
員
教
諭
採
用

す
る
こ
と
！

所
長
補
佐

教
員
採
用
で
、
講

師
に
つ
い
て
は
特
別
選
考
な
ど
優

遇
し
て
い
る
。

ヶ
月
講
師
を
し

13

た
場
合
は
一
次
試
験
の
一
部
免
除

な
ど
。

員
の
健
康
を
害
す
る
リ
ス
ク
が
あ

る
「
長
時
間
労
働
」
の
明
確
な
シ

グ
ナ
ル
と
な
る
と
し
て
い
る
。
同

調
査
で
小
学
校

％
、
中
学
校

22

39

％
、
高
校

％
が
月

時
間
を
超

27

45

え
「
長
時
間
労
働
」
と
な
っ
て
い

る
。
西
部
教
育
事
務
所
管
内
で
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
？
昨
年
「
残

業
代
」
を
支
払
う
制
度
へ
の
転
換

は
見
送
り
、
「
教
職
調
整
額

％
」

10

「
学
級
担
任
手
当
の
上
乗
せ
」
「
主

務
教
諭
の
新
設
」
な
ど
が
議
決
さ

れ
た
。
先
生
方
は
夜
遅
く
、
ま
た
、

自
宅
に
帰
っ
て
も
、
命
を
削
り
な

が
ら
働
い
て
い
る
。
中
途
半
端
な

改
革
で
は
な
く
、
残
業
代
を
支
払

う
制
度
や
教
職
員
定
数
の
改
善
な

組
合

三
観
支
部
と
西
部
教
育
事

務
所
の
関
係
や
歴
史
の
中
で
、
年
間

４
回
の
交
渉
や
要
求
行
動
を
行
い
、

現
場
の
声
を
届
け
、
県
教
委
の
施
策

に
反
映
し
て
き
た
。
（
県
独
自
で
の
35

人
学
級
実
現
、
年
休
の
付
与
日
変
更
、

な
ど
）
今
年
度
も
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
た
い
。

年
度
の
香
川
県
公
立
小
学
校
教

25
員
採
用
試
験
の
競
争
率
は
、

倍
で
、

2.4

受
験
者
数
の
減
少
と
採
用
数
の
増
加

傾
向
が
続
い
て
お
り
、
過
去
５
年
間

で
最
低
を
更
新
し
て
い
る
。
文
科
省

条
件
の
大
き
く
変
わ
る
す
べ
て
の

異
動
に
つ
い
て
は
、
そ
の
基
準
を

明
ら
か
に
し
、
一
ヶ
月
前
に
内
示

す
る
こ
と
。

所
長
補
佐

人
事
異
動
の
基
本

方
針
や
人
事
異
動
の
基
本
的
な
考

え
方
に
基
づ
き
実
施
し
て
い
る
。

人
事
異
動
に
つ
い
て
は
、
県
教
育

委
員
会
に
お
い
て
議
決
後
に
公
表

し
て
い
る
。

所
長
補
佐

転
居
（
泊
）
を
伴

う
人
事
異
動
に
つ
い
て
は
一
週
間

程
度
前
ま
で
に
お
知
ら
せ
を
す
る

よ
う
に
し
て
い
る
。
（
新
規
採
用
者

に
つ
い
て
も
同
様
。
）
ま
た
、
任
命

権
者
が
変
わ
る
人
事
異
動
に
つ
い

《
三
〇
人
学
級
に
つ
い
て
》

三
〇
人
学
級
を
実
現
し
児
童
・

生
徒
の
教
育
条
件
を
改
善
す
る
こ

と
組
合

年
度
よ
り
、
小
中
学

22

校
全
学
年
で
の
少
人
数
学
級
編
成

が
実
現
し
た
。

所
長
補
佐

県
教
委
と
し
て
は
、

年
度
よ
り
、
小
学
校
・
中
学
校

22全
学
年
で

人
学
級
を
実
施
し
て

35

い
る
。
引
き
続
き
国
に
要
望
し
て

教
育
課
題
に
答
え
て
い
き
た
い
。

《
学
校
訪
問･

多
忙
化
解
消
》

職
場
の
多
忙
化
を
解
消
す
る
た

め
に
学
校
訪
問
を
簡
素
化
す
る
こ

が
「
教
育
委
員
会
に
お
け
る
学
校

の
働
き
方
改
革
の
た
め
の
『
見
え

る
化
』
調
査
」
を
公
表
し
た
。
そ

の
中
で
教
諭
の
１
ヶ
月
の
平
均
時

間
外
在
校
等
時
間
が
小
学
校

時
31

間
、
中
学
校

時
間
、
高
校

時

40

33

間
と
改
善
し
た
と
し
て
い
る
。
国

の
指
針
に
よ
り
時
間
外
労
働
の
上

限
は
月

時
間
と
定
義
さ
れ
て
い

45

る
。
こ
れ
を
超
え
る
勤
務
は
、
教

労
働
時
間
の
適
正
な
把
握
の
た
め
に
使
用
者
が
講
ず
べ
き
措
置
に
関
す
る
基
準
に
つ
い
て(

抜
粋)

①
労
働
時
間
を
適
正
に
把
握
し
、
労
働
時
間
を
適
切
に
管
理
す
る
義
務
を
有
す
る
。

②
使
用
者
は
、
労
働
者
の
労
働
日
ご
と
の
始
業
・
終
業
時
刻
を
確
認
し
、
こ
れ
を
記
録
す
る
こ
と
。

③
使
用
者
は
、
実
態
調
査
、
残
業
時
間
の
上
限
設
定
等
、
改
善
を
指
示
す
る
こ
と
。

（
重
大
悪
質
な
企
業
に
は｢

司
法
処
分｣

で
対
処
す
る
。）

二
〇
〇
一
年
四
月
六
日

厚
生
労
働
省
通
知
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